
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】鉛蓄電池の端子溶接部において、極柱の溶融部

の深さ寸法（Ｔ）を確保しながら、ブッシングと極柱と

の接合部分における溶接深さ（ｔ１ 、ｔ２ 、・・・）の

ばらつきを低減することによって信頼性に優れた鉛蓄電

池端子部を得るための溶接方法を提供する。

【解決手段】電池内部の極板群２３に接合した極柱２４

を電池の蓋２１にインサート成型した鉛ブッシング２２

の貫通孔に貫通させ、これら極柱２４とブッシング２２

とを溶接する鉛蓄電池の端子溶接方法であって、溶接炎

を放出するバーナー先端部をブッシング２２の貫通孔内

周内に設定される円周に沿って回転させながら溶接する

。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 池 内 部 の 極 板 群 に 接 合 し た 極 柱 を 電 池 の 蓋 に イ ン サ ー ト 成 型 し た 鉛 ブ ッ シ ン グ の 貫 通 孔
に 貫 通 さ せ 、 前 記 極 柱 と 前 記 ブ ッ シ ン グ と を 溶 接 す る 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 方 法 で あ っ て 、
溶 接 炎 を 放 出 す る バ ー ナ ー 先 端 部 を 前 記 ブ ッ シ ン グ の 貫 通 孔 内 周 内 に 設 定 さ れ る 円 周 に 沿
っ て 回 転 さ せ な が ら 溶 接 す る こ と を 特 徴 と す る 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 バ ー ナ ー 先 端 部 を 前 記 ブ ッ シ ン グ か ら 離 間 す る よ う 上 昇 さ せ 溶 接 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 バ ー ナ ー 先 端 部 を 前 記 円 周 に 沿 っ て 複 数 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ も し く は ２
に 記 載 の 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 鉛 蓄 電 池 の 端 子 を 溶 接 す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
鉛 蓄 電 池 、 特 に 自 動 車 用 鉛 蓄 電 池 の 端 子 は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 一 般 に 極 板 群 １ に 接 続
さ れ た 極 柱 ２ の 頭 部 を 電 池 の 蓋 ３ に イ ン サ ー ト 成 型 し た 鉛 ブ ッ シ ン グ ４ の 貫 通 孔 ５ に 貫 通
さ せ 、 こ の 鉛 ブ ッ シ ン グ ４ を 金 型 ６ で 包 囲 し バ ー ナ ー ７ の 先 端 か ら 放 出 す る バ ー ナ ー 炎 ８
に よ っ て 極 柱 ２ と 鉛 ブ ッ シ ン グ ４ と を 溶 接 し て 溶 融 部 ９ を 形 成 し て 、 所 定 の 端 子 形 状 と す
る こ と が 一 般 的 に 行 わ れ て い る 。 こ の よ う な 端 子 溶 接 部 は 電 池 内 部 と つ な が る 唯 一 の 電 気
伝 導 部 分 で あ り 、 時 に は 何 百 ア ン ペ ア に も と い っ た 大 電 流 が 流 れ る 。 し た が っ て 、 溶 融 部
９ の 深 さ 寸 法 （ Ｔ ） が 浅 か っ た り 、 溶 接 深 さ （ ｔ １ 、 ｔ ２ ） が 不 均 一 で あ っ た り し た 場 合
、 大 電 流 放 電 時 に 発 熱 し 、 端 子 自 体 が 変 形 し た り 、 鉛 ブ ッ シ ン グ ４ と 蓋 ２ と の 液 密 性 を 低
下 さ せ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
さ ら に 、 所 望 と す る 溶 融 部 ９ の 深 さ 寸 法 （ Ｔ ） を 得 る た め に 、 バ ー ナ ー 炎 ８ の 火 力 を あ る
程 度 以 上 に 確 保 す る 必 要 が あ る 。 バ ー ナ ー 炎 ８ の 火 力 を 強 く し た 場 合 、 溶 融 し た 鉛 合 金 が
飛 散 し 、 端 子 部 に バ リ が 発 生 し て 所 定 形 状 が 得 ら れ な か っ た り 、 飛 散 し た 溶 融 鉛 合 金 が 蓋
３ に 付 着 し て 、 蓋 ３ の 外 観 を 損 な う と い っ た 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 溶 融 鉛 の 飛 散 を 抑 制 す る た め に 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 端 子 溶 接 工 程 を 溶 融 部
９ の 深 さ 寸 法 （ Ｔ ） を 得 る た め の 溶 接 と 、 端 子 形 状 を 整 え る た め の 溶 接 の ２ 段 階 で 行 う こ
と が 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な 方 法 に よ れ ば 、 溶 融 鉛 の 飛 散 を 抑 制 し 、 か つ 極 柱 で の 溶 融
部 ９ の 深 さ 寸 法 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 方 法 に よ っ て も 、 極 柱 と ブ ッ シ ン グ に お け る 溶 接 深 さ （ ｔ １ 、
ｔ ２ ） の ば ら つ き を 抑 制 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 こ の 溶 接 深 さ （ ｔ １ 、 ｔ ２ ） が ば ら つ
い た 場 合 、 溶 接 後 の 冷 却 過 程 に お い て 、 凝 固 す る ま で の 時 間 に 差 異 が 生 じ る た め に 、 溶 融
部 に ク ラ ッ ク が 生 じ る こ と が あ る 。 さ ら に 、 極 柱 の 溶 融 深 さ 寸 法 Ｔ が 極 柱 と ブ ッ シ ン グ に
お け る 溶 接 深 さ （ ｔ １ 、 ｔ ２ ） に よ り も 小 で あ る 場 合 に は 、 端 子 を ハ ー ネ ス に 固 定 す る 時
に 発 生 す る 締 付 け ト ル ク や そ の 後 の 振 動 に よ っ て 、 極 柱 と ブ ッ シ ン グ 溶 接 部 に ク ラ ッ ク が
生 じ る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
端 子 部 に こ の よ う な ク ラ ッ ク が 生 じ て い る 場 合 、 ク ラ ッ ク が 成 長 し て 液 密 性 が 維 持 で き な
か っ た り 、 大 電 流 放 電 に よ っ て 、 端 子 部 が 異 常 発 熱 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 平 ５ － ８ ２ １ １ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 前 記 し た よ う な 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 部 に お い て 、 極 柱 の 溶 融 部 の 深 さ 寸 法 （ Ｔ ）
を 確 保 し な が ら 、 ブ ッ シ ン グ と 極 柱 と の 接 合 部 分 に お け る 溶 接 深 さ （ ｔ １ 、 ｔ ２ 、 ・ ・ ・
） の ば ら つ き を 低 減 す る こ と に よ っ て 信 頼 性 に 優 れ た 鉛 蓄 電 池 端 子 部 を 得 る た め の 溶 接 方
法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 電 池 内 部 の 極 板 群 に
接 合 し た 極 柱 を 電 池 の 蓋 に イ ン サ ー ト 成 型 し た 鉛 ブ ッ シ ン グ の 貫 通 孔 に 貫 通 さ せ 、 こ れ ら
極 柱 と ブ ッ シ ン グ と を 溶 接 す る 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 方 法 に お い て 、 溶 接 炎 を 放 出 す る バ ー
ナ ー 先 端 部 を ブ ッ シ ン グ の 貫 通 孔 内 周 内 に 設 定 さ れ る 円 周 に 沿 っ て 回 転 さ せ な が ら 溶 接 す
る こ と を 特 徴 と す る 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 方 法 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 願 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ の 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 方 法 に お い て 、
バ ー ナ ー 先 端 部 を ブ ッ シ ン グ か ら 離 間 す る よ う 上 昇 さ せ 溶 接 す る こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ も し く は ２ の 鉛 蓄 電 池 端 子 の 溶 接 方 法
に お い て 、 バ ー ナ ー 先 端 部 を ブ ッ シ ン グ の 貫 通 孔 内 周 内 に 設 定 さ れ る 円 周 に 沿 っ て 複 数 備
え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 方 法 を 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ る 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 で は 図 ２ に 示 し た よ う に 、 電 池 （ 図 示 せ ず ） の 蓋 ２ １ に
イ ン サ ー ト 成 型 さ れ た 鉛 ブ ッ シ ン グ ２ ２ の 貫 通 孔 ２ ３ に 電 池 内 部 の 極 板 群 ２ ３ に 一 体 に 設
け ら れ た 極 柱 ２ ４ を 挿 入 し 、 バ ー ナ ー ２ ５ の 先 端 か ら 放 出 さ れ る バ ー ナ ー 炎 ２ ６ に よ っ て
、 極 柱 ２ ４ と 鉛 ブ ッ シ ン グ ２ ２ と を 溶 接 す る 。 溶 接 時 は 蓋 ２ １ に 過 大 な 熱 量 が 加 わ ら な い
よ う 、 冷 却 用 金 型 ２ ７ を 鉛 ブ ッ シ ン グ ２ ２ に 当 接 す る こ と が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 端 子 溶 接 方 法 で は バ ー ナ ー ２ ５ を 極 柱 ２ ４ の 中 心 軸 Ａ を 回 転 軸 と し て 回 転 さ せ る
も の で あ る 。 こ の と き 、 バ ー ナ ー ２ ５ の 中 心 軸 Ｂ を 中 心 軸 Ａ か ら ｄ 寸 法 分 偏 心 さ せ る こ と
に よ っ て 、 バ ー ナ ー 火 炎 ２ ６ 先 端 部 が 円 軌 道 を 描 く よ う 、 動 作 さ せ る 。 こ の バ ー ナ ー 火 炎
２ ６ 先 端 部 の 円 軌 道 は 少 な く と 鉛 ブ ッ シ ン グ ２ ２ の 貫 通 孔 ２ ２ ａ の 内 周 ２ ２ ｂ 内 に 設 定 す
る 。 好 ま し く は こ の 内 周 ２ ２ ｂ と 極 柱 外 周 ２ ４ ａ の 間 に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ
う に バ ー ナ ー ２ ５ を 回 転 さ せ な が ら 溶 接 す る こ と に よ り 、 溶 融 鉛 の 飛 散 を 抑 制 し て バ リ 等
の な い 美 し い 仕 上 が り と 、 図 ３ に 示 し た よ う な 均 一 な ブ ッ シ ン グ と 極 柱 と の 接 合 部 分 に お
け る 溶 接 深 さ （ ｔ １ 、 ｔ ２ 、 ・ ・ ・ ） と 十 分 な 極 柱 の 溶 融 深 さ Ｔ を 有 し た 溶 融 部 ２ ８ を 得
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 さ ら に 好 ま し く は 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 バ ー ナ ー ２ ５ を 複 数 （ 図 ４ の 例 で は ２ 個
） 設 け 、 そ れ ぞ れ の バ ー ナ ー 炎 の 先 端 を 円 周 ２ ２ ｂ 内 に 設 定 さ れ た 円 軌 道 上 に 設 け る こ と
に よ り 、 溶 接 深 さ ば ら つ き を よ り 低 減 す る と と も に 、 バ ー ナ ー 一 個 あ た り の 熱 量 を 低 減 で
き る の で 、 溶 融 鉛 の 飛 散 を よ り 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う な 本 発 明 の 構 成 に よ れ ば 溶 接 深 さ の 確 保 と 溶 接 深 さ ば ら つ き の 低 減 が 可 能 と な る
。 し た が っ て 、 従 来 、 溶 接 深 さ を ば ら つ き を 考 慮 し て 確 保 す る た め に 、 バ ー ナ ー 炎 を 強 め
に 溶 接 を 行 っ た が 、 ば ら つ き を 低 減 し た 結 果 、 バ ー ナ ー 炎 を よ り 弱 く 設 定 す る こ と が 可 能
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と な る 。 そ の 結 果 、 溶 接 時 に お け る 溶 融 鉛 の 飛 散 を 抑 制 す る と と も に 、 仕 上 が り 後 の 端 子
に バ リ 等 の 形 状 不 良 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 さ ら に 好 ま し く は 、 溶 接 終 了 直 前 に バ ー ナ ー ２ ５ を 回 転 さ せ な が ら ブ ッ シ ン グ か ら
離 間 す る よ う 上 昇 さ せ る こ と に よ り （ 例 え ば 図 ２ に お け る 方 向 Ｃ ） 、 端 子 部 の 仕 上 が り を
よ り 良 好 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 実 施 例 】
図 １ に 示 し た 従 来 例 に よ る 端 子 溶 接 （ 従 来 例 Ａ ） と 図 ２ （ 図 ３ ） お よ び 図 ４ に 示 し た 本 発
明 例 に よ る 端 子 溶 接 と 比 較 例 に よ る 端 子 溶 接 を 行 っ た 後 、 端 子 を 切 断 し 、 溶 接 深 さ の 測 定
を 行 っ た 。 な お 、 図 ２ （ 図 ３ ） の 本 発 明 例 の バ ー ナ ー が 描 く 円 軌 道 を 貫 通 孔 ２ ２ ａ の 内 周
２ ２ ｂ の １ ． ０ ｍ ｍ 外 と し た 比 較 例 Ｂ 、 バ ー ナ ー 円 軌 道 を 内 周 ２ ２ ｂ と 一 致 さ せ た 本 発 明
例 Ｃ 、 バ ー ナ ー 円 軌 道 を 内 周 ２ ２ ｂ の ０ ． ２ ｍ ｍ 内 側 と す る こ と に よ っ て バ ー ナ ー 円 軌 道
を 内 周 ２ ２ ｂ と 極 柱 外 周 ２ ４ ａ の 中 間 と し た 本 発 明 例 Ｄ 、 お よ び バ ー ナ ー 円 軌 道 を 極 柱 外
周 ２ ４ ｂ 内 と し た 本 発 明 例 Ｅ の 鉛 蓄 電 池 端 子 を 作 成 し 、 そ れ ぞ れ の 端 子 に お け る ブ ッ シ ン
グ 左 右 の 溶 接 深 さ （ ｔ １ 、 ｔ ２ ） と そ の ば ら つ き （ 標 準 偏 差 ） お よ び 極 柱 の 溶 融 部 ９ 、 ２
８ の 深 さ 寸 法 （ Ｔ ） を 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
表 １ に 示 し た 結 果 か ら 、 本 発 明 に よ れ ば 、 極 柱 の 溶 融 部 深 さ 寸 法 Ｔ を 確 保 し な が ら 、 ブ ッ
シ ン グ と 極 柱 と の 接 合 部 分 に お け る 溶 接 深 さ （ ｔ １ 、 ｔ ２ ） の ば ら つ き を 抑 制 で き る こ と
が わ か る 。 特 に 本 発 明 例 で は 極 柱 の 溶 融 部 深 さ 寸 法 Ｔ を ブ ッ シ ン グ と 極 柱 と の 接 合 部 分 に
お け る 溶 接 深 さ （ ｔ １ 、 ｔ ２ ） よ り も 大 と す る こ と が で き 、 信 頼 性 に 優 れ た 端 子 部 を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し て き た よ う に 、 本 発 明 の 鉛 蓄 電 池 の 端 子 溶 接 方 法 に よ れ ば 、 極 柱 の 溶 融 部 の
深 さ 寸 法 （ Ｔ ） を 確 保 し な が ら 、 ブ ッ シ ン グ と 極 柱 と の 接 合 部 分 に お け る 溶 接 深 さ （ ｔ １

、 ｔ ２ 、 ・ ・ ・ ） の ば ら つ き を 低 減 す る こ と に よ っ て 信 頼 性 に 優 れ た 鉛 蓄 電 池 端 子 部 を 得
る こ と が で き る 。 ま た 、 溶 接 状 態 が 均 一 に な る こ と か ら 火 力 も 必 要 以 上 に 強 く す る 必 要 が
な い た め 、 溶 融 鉛 の 飛 散 や バ リ も 発 生 し な い た め 手 直 し の 必 要 も な く 美 し い 仕 上 が り が 得
ら れ る 。 ま た 溶 接 ガ ス 量 も 少 な く て 済 む た め 経 済 的 に も 品 質 的 に も 優 れ た 端 子 溶 接 方 法 を
与 え る も の で あ り 工 業 上 価 値 は 極 め て 大 き い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 例 に よ る 鉛 蓄 電 池 端 子 の 溶 接 方 法 を 示 す 図
【 図 ２ 】 本 発 明 例 に よ る 鉛 蓄 電 池 端 子 の 溶 接 方 法 を 示 す 図
【 図 ３ 】 本 発 明 例 に よ る 鉛 蓄 電 池 端 子 の 溶 接 方 法 を 示 す 図
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【 図 ４ 】 他 の 本 発 明 例 に よ る 鉛 蓄 電 池 端 子 の 溶 接 方 法 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 極 板 群
２ 　 　 　 極 柱
３ 　 　 　 蓋
４ 　 　 　 鉛 ブ ッ シ ン グ
５ 　 　 　 貫 通 孔
６ 　 　 　 金 型
７ 　 　 　 バ ー ナ ー
８ 　 　 　 バ ー ナ ー 炎
９ 　 　 　 溶 融 部
２ １ 　 　 蓋
２ ２ 　 　 鉛 ブ ッ シ ン グ
２ ２ ａ 　 貫 通 孔
２ ２ ｂ 　 内 周
２ ３ 　 　 極 板 群
２ ４ 　 　 極 柱
２ ４ ａ 　 極 柱 外 周
２ ５ 　 　 バ ー ナ ー
２ ６ 　 　 バ ー ナ ー 炎
２ ７ 　 　 冷 却 用 金 型
２ ８ 　 　 溶 融 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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